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１ モデル地域の現状及び安全上の課題 

 

２ モデル地域の事業目標 

 

３ 取組の概要 

実施時期 実 施 事 項 参加者 

６月 

 

８月 

９月 

○第１回合同推進委

員会への参加 

○第１回実践委員会 

○第１回防犯教室 

市教委・拠点

校職員 

実践委員 

拠点校職員・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 

 

 

 

 

○校内研修 

 

 

 

 

○第２回防犯教室 

 

 

 

 

○第３回防犯教室 

 

 

 

 

○第２回実践委員会 

○第４回防犯教室 

 

 

 

 

○第５回防犯教室 

 

 

 

 

○第３回実践委員会 

○公開授業・全体会 

 

 

学校安全ア

ドバイザー 

拠点校職員・ 

モデル地域

内学校職員・ 

学校安全ア

ドバイザー 

拠点校職員・ 

学校安全ア

ドバイザー・ 

学生ボラン

ティア 

拠点校職員・ 

学校安全ア

ドバイザー・ 

学生ボラン

ティア 

実践委員 

拠点校職員・ 

学校安全ア

ドバイザー・ 

学生ボラン

ティア 

拠点校職員・ 

学校安全ア

ドバイザー・ 

学生ボラン

ティア 

実践委員 

県教委・市教

委・拠点校職

員・県内教職

（１）モデル地域の現状 

○モデル地域名：銚子市高神小学校近隣地区 

○学校数：小学校１校 中学校１校 

（２）モデル地域の安全上の課題 

地域住民や保護者の協力により、登下

校の付き添いが行われているが、地域住

民の高齢化に伴い、今後の継続が課題で

ある。安心・安全な環境の再構築や児童

生徒自身に自分の身を守る判断力や行動

力を身に付けさせることが必要である。 

・児童生徒が防犯教育を通して地域の防

犯上の課題を理解するとともに、危険

予測・回避能力を身に付け、自分の身

を守るために適切な判断や行動ができ

るようにする。 

・学校、家庭、地域、関係機関がそれぞ

れの役割を明確にし、地域の特性に応

じた学校安全体制を構築する。 

・拠点校がモデル地域内の学校と連携し

ながら事業の取組や成果を発信するこ

とで、市内全校の防犯教育への意識を

向上させる。 

 

事業名：地域や関係機関と連携した防犯教育公開事業（学校安全総合支援事業） 

モデル地域：銚子市高神小学校近隣地区  拠点校：銚子市立高神小学校 

 

所轄教育委員会：銚子市教育委員会  
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２月 

 

 

 

 

○第２回合同推進委

員会への参加 

員・学校安全

アドバイザ

ー・学生ボラ

ンティア 

市教委・拠点

校職員 

 

４ 具体的な取組 

(1) 安全教育の充実に関する取組 

ア 安全教育の充実に関する取組 

(ｱ)  実践委員会における情報共有 

８月、10 月に実践委員会を開催し、

拠点校の取組状況の説明、情報交換

等、防犯教育に係る地域の状況や学

校の取組について情報共有を図っ

た。 

  ＜実践委員＞ 

学校安全アドバイザー（千葉科学大

学危機管理学部危機管理学科准教

授）、北総教育事務所海匝分室指導主

事、銚子市教育委員会指導主事、高

神地区社会福祉協議会主任児童委員、

高神小学校運営協議会委員、高神地

区青少年相談員、第二中校長、高神

小ＰＴＡ会長、高神小校長・教頭・

教務主任・研究主任・安全主任 

(ｲ)  研修会の開催 

モデル地域内の教職員を対象に

学校安全に関する研修を実施した。 

日 時：令和６年９月６日 

講 師：千葉科学大学名誉教授 

    船倉 武夫 氏 

    千葉科学大学 准教授 

    五十嵐 仁 氏 

テーマ：学校危機管理について 

参加者：高神小職員、第二中職員 

参加人数：14 人 

(ｳ)  フィールドワークの実施 

拠点校周辺の「危険な場所」や「安

全な場所」を確認した。 

    日 時：令和６年 ９月 10 日 

        令和６年 ９月 13 日 

        令和６年 10 月 ８日 

        令和６年 10 月 23 日 

    内 容：拠点校周辺の通学路をグ

ループ毎に歩き、「危険な

場所」「安全な場所」につ

いて確認した。学校安全

アドバイザーの五十嵐仁

准教授の専門的な助言を

もとに、地域安全マップ

を作成した。 

参加者：銚子市教育委員会、高神

小４年生児童・関係職員、

学校安全アドバイザー、

千葉科学大学学生ボラン

ティア 

参加人数：28 人 

(ｴ)  公開授業の開催 

モデル地域内の拠点校を会場に、

公開授業を実施した。 

    日 時：令和６年 11 月 29 日 

    テーマ：タウンパトロール 

           ～地域の安全を 

調査しよう！～ 

    内 容：フィールドワークで得た

情報を整理した「地域安

全マップ」を活用し、４

年生が地域の危険な場所

や安全な場所の特徴、危

険から身を守る方法につ

いて３年生に発表し、情

報共有を行った。 

    参加者：千葉県教育委員会、北総
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教育事務所、松戸市教育

委員会、匝瑳市教育委員

会、銚子市教育委員会、

高神小児童、北総教育事

務所管内教職員、地域の

方 

    参加人数：81 人 

(ｵ)  講演会の開催 

学校安全に関する講演会を実施

した。 

    日 時：令和６年 11 月 29 日 

講 師：千葉科学大学 准教授 

    五十嵐 仁 氏 

    テーマ：危険を予測して、自らの

身を守る力の育成 

    内 容：自分の命を守る力を育む

ため、過去の事例を振り

返り、学校関係者が取り

組むことについての講話

をいただいた。主な内容

については、以下の８点

である。①身の回りの危

険について学ぶ機会の設

定②リスク管理された中

で体験できる機会の設定

③リスクを発見する練習

機会の設定④リスクに対

応する反復指導⑤ロール

プレイ学習の設定⑥リス

クのマッピング⑦地域連

携⑧クライシスマネジメ

ント 

    参加者：公開授業時と同じ 

（児童は除く） 

    参加人数：42 人 

 

 

(ｶ)  学校安全アドバイザーの活用 

千葉科学大学 

危機管理学部危機管理学科 

准教授 五十嵐 仁 氏 

派遣校数 １校 派遣回数 ６回 

 

 

 

 

 

 

イ 安全教育の取組の評価・検証につ

いて 

(ｱ) 学校安全アドバイザーによる評価 

学校安全アドバイザーの千葉科学

大学危機管理学部危機管理学科 

五十嵐仁准教授より、安全教育の取

組について、地域安全マップ作成に

向けたフィールドワークの取組は

効果的であり、今後も継続したほう

がよいという助言及び評価をいた

だいた。 

(ｲ) 銚子市の成果指標 

a 学校の安全管理や緊急時の対応方

法について、見直しや共通理解を

図っている学校の割合は、事業実

施前と同様に 100％を維持した。 

b 地域安全マップや危険箇所マップ

の作成や見直しが行われている学

校の割合は、事業実施前と比較し

て５校増加し、82％となった。 

  

(2) 組織的取組による安全管理の充実に

関する取組 

ア 危険予測能力や回避能力を高める 

ための防犯安全学習の充実 

・発達段階に応じた授業内容の工夫 



別紙様式５ 

4 
 

・専門的な知識をもった地域関係機 

関との連携 

・見る、聞く、体験する等の防犯体

験学習を重視した授業展開の工夫 

イ 日常的な防犯安全指導 

・集団登下校の実施（交通安全推進隊

による見守り活動）  

・防犯教育の内容について、実態に応

じた継続的な声かけと指導 

・学校図書館司書による防犯絵本の読

み聞かせや防犯意識を高める作品作

り 

ウ 定期的な防犯安全指導 

・防犯ブザーの点検 

・不審者対応訓練(警察署との連携) 

・縦割り班での防犯カルタの実施 

エ 地域や保護者への発信 

・防犯授業参観の実施 

・学校だよりや学年だよりなど各種便

りによる啓発 

・地域へのオリジナル防犯ステッカー

の配付 

 

(3) 学校安全の中核となる教員の学校安 

全推進体制の構築における役割及び

中核教員の資質能力の向上に係る取

組について 

・モデル地域内の学校は、学校安全に

関する研修会を合同で実施した。 

  ・拠点校は、公開授業の全体会におい

て防犯教育の実践や安全マップの作

成など、これまでの取組を発表した。

市内小中学校から中核となる教職員

は全体会に参加するとともに情報交

換を行った。 

  ・銚子市教育委員会は、市内各校の危

機管理マニュアルの作成状況を点検

し、指導助言を行った。 

(4) その他の取組について 

ア 「薬物ＳＴＯＰ大作戦」 

 日 時：令和６年９月６日 

 実施学年：６年生 

内 容：体験ツールを使用し、薬物の危

険性について学び、勧められた

り、誘われたりしても絶対に危

険薬物を使用しない意思を持

つこと、誘惑に負けず、健康な

生活を送ることを確認した。ま

た、危険を回避するための方法

を話し合うことで防犯に関す

る意識を高めた。 

 

 

 

 

 

 

５ 取組の成果と課題 

【成果】 

・発達段階に応じた防犯教室や地域の安

全マップづくりは、児童の危険予測・

回避能力等の防犯意識を高めることに

つながった。 

・実践委員会で拠点校の取組について共

有・協議することは、学校や地域の役

割を確認することができ、組織的な安

全体制の構築につながった。 

・公開授業後の全体会で事業の取組や成

果を発信することは、各校における防

犯教育の参考になるとともに職員の意

識の向上にもつながった。 

【課題】 

・児童が防犯教育で身に付けた力を維持、

伸長できるように継続した指導を行う
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必要がある。 

・学区の境目や学区外など目が届きにく

い場所については、他校や地域、関係

機関とも協働して対策を進める必要が

ある。 


